以前の、 形を考 へて 見たい。 

た、 V 今のところ、 私の 考へ では、 内外 を 通じて、 大事 

に は 「あきつみ かみと、 大 八洲し ろしめ す、 天皇 詔書 

と」 といった 形 を 以てした ものと 思うて ゐる。 其が、 

外蕃 との 関係 を 深く 考 へる やうに なつてから、 二〕. 

〔二〕 を 最も 重い ものと して、 表現し 始めた ので ある。 

続 日本 紀を 見て、 第 一 に 受ける 印象 は、 大倭 根子 天皇 

なる 称号が、 御 歴代の 御名の 上に 付いて ゐる 事で ある。 

此は、 疑 ひもな く、 詔 旨 • 宣 命の もつ 信仰から 出た も 

のと 思 はれる。 更に 言へば、 即位式の のりとが、 印象 

深く、 其 天子の 御 一代 を掩ふ 事になる 為と 思 ふ。 即位 



の のりとと 云 ふ もの は、 古く は、 其が 初春で、 同時に 

新嘗の 直後に、 宣リ 下された ものと、 推論す る 事の 出 

来る 多くの 根拠が ある。 だから、 のりと 及びよ ごとが、 

即位式 • 大嘗祭 • 元旦 朝賀に 共通して 用ゐ られ、 或は、 

其 用途が 混同して ゐる とさへ、 見られる やうに なった 

ので ある。 

今 も 述べた 様に、 私 は、 元旦 を 以て、 大嘗 祭. 即位式 

の、 同時に 行 はれた 古代の 国家の 年中行事 を考 へて ゐ 

る。 言ひ換 へれば、 天子、 毎年、 新に 蘇らせられ ると 

言 ふ 信仰の 下に、 其 産声 を 意味す る 祝詞が、 御代 始め 

の 祝詞 ともなり、 同じ 考 へから、 時に 行 はれた 大嘗祭 



の 祝詞と なり、 或は、 元旦の のりとと も、 分れて 行つ 

たのであった。 古代に は、 第一 回の 元旦の のりとが、 

其 後、 毎年、 新しい 詞章と して、 繰り返へ されて ゐた。 

然も 其が、 形式 化した 常用 文句と して V なく、 新鮮な、 

権威 ある 詞 として、 常に 考 へられて ゐ たのであった。 

此が、 即位の のりとと、 元旦の 詔 旨との 間に、 区別の 

殆どない 理由で ある。 

謂 は >、 元旦の 詔 旨 は、 即位の のりと を、 毎年く リ返 

す ものであった。 大倭 根子 天皇と 云 ふ 枕詞と も 言 ふべ 

き 成語 は、 単に、 讃 名ではなかった。 新しく、 そこに、 

霊 カを享 けて、 復活した 聖者で ある 事 を 意味す るの だ。 



根子 は、 山城 根子. 浪速 根子の 類から、 大田々 根子に 

到る まで、 ある 地方の、 神人の 最高 位に 居る 者の 意味 

であった。 大和の 神人の、 最高の 人と なる が 故に、 天 

子の 稜威は 生じる のであった。 しかも、 神人に して、 

時に 神 自体 (かむな がら) の 資格 を 有つ 事が あった。 

其 場合に、 あきつみ かみと 云々、 とい ふ 形容 句 を 付け 

て、 神 及び 神人なる 聖者 を 意味す る 様になつ たので あ 

る。 既に 此古 神道の 根本 精神 は 述べて 置いた が、 聖者 

の 誕生と、 復活と は 同一 であり、 誕生と 即位と は、 ま 

た 同時に 行 はれる ものと 信ぜられて ゐた。 畢竟、 即位 

のの りと は、 神 自体に して、 神人なる 天子の 産声で あ 



り、 また、 毎年 復活して、 宣リ 下し 給 ふ 詔 旨で も あつ 

たので ある。 其 為に 元旦の 詔 旨に、 即位式と 同じ 表現 

を 用ゐ、 大倭 根子なる 資格 を 云 ひ 固む る 習慣が 出来た 

ものと 言へ る。 

のりとの くだる 場合が 多くなる につれ て、 其 間に 大小、 

或は、 更に 細やかな 区別が 考 へられて 来た。 そして、 

公式 令に 見える 様な、 三 様の 朝廷の 辞が、 段々 固定し 

て 来たので ある。 処が、 蕃 国の 使に 発せられる のりと 

なる、 大. 次の 二様 式が どうして 発生した か >、 問題 

になる と 思 ふ。 

私 は、 祝詞と 寿詞と は、 相互関係 にある もので、 古く 



ゐ たらしい。 けれども、 さうな つても やはり、 普通の 

よごと は、 のりとの 後に、 数多く、 ま をされ たもので 

ある。 上代に 於て すら、 元朝の のりと を 忘れて、 

d を 主に 見る 傾きが あった。 

祝詞 • 宣命 • 詔 旨 は、 結局 寿詞 • 返 申 を 予期して 発 

力へ リマ ヲシ 

言 せらる、 ものであった。 其に 対する 返 申 は、 必守 

護 霊 献上と、 健康 祝福 を かねた 服従の 誓詞であった。 

此 意味に 於て、 蕃 国の 使に 宣 せられる 詔書が、 分化し 

たもので ある。 公式 令に 於て は、 日本 天皇、 或は、 天 

皇と 書いて ゐ るが、 此は、 恐らく 朝廷 大 辞と 同じく、 

古く は 「あきつみ かみと、 あめのした しろしめす 大倭 



根子 天皇」 と 云 ふ 資格の 宣言 を、 開口と したので あら 

う。 其が、 内国に は大 八洲と いひ、 外 蕃には 日本 天皇 

としる す やうに なった のに は 理由が あらう。 大 八洲の 

ャマ卜 

詞が、 内国 的で ある やうに、 日本の 詞は、 対外 的に 感 

せられ 出した からで ある。 

日本の 地域 は、 大倭 根子 天皇の^^ の 下る 範囲 内 を 

示す 詞 であった。 正しく 云へば、 此 祝詞が くだる と、 

其 土地が、 日本 を 以て 呼ばれる やうになる ので ある。 

だから、 国家が 拡がる につれ て、 大倭 根子 天皇 詔 旨 は、 

次第に 重要な 意味の ものと 考 へられて、 此は 対外 的の 

もので あり、 或は ひろがり ゆくべき 祝福の 詞章と 解せ 



る。 勿論、 あれ は、 日本語 風に 表現 せられた 寿 詞を、 

更に、 記録 者が 異 訳した 跡が 見える ので ある。 

さて 最後に、 さう した 祝詞 は、 何時. 何処で 宣下され 

たもの か。 私 は、 其 宣下の 座 を、 古く のりとと 称した 

ものと 観て ゐる —— そこで 宣リ給 ふ 詞章なる が 故に、 

のりと ごと、 と言うた ので ある 其 を 略して、 単に 

のりとと 云 ひふる して 来た 為に、 のりと ごと を 以て、 

重言の やうに 考へ、 或は、 のりと を 分解して、 のりと 

きごと • のりた ベ ごと 或はの りごと と言うた 風に、 と 

に^. の 意味 を 想定す る 学者ば かりが 出来た ので ある。 

高 御座 を 以て、 私 は、 即、 誕生 —— 復活の 詔 



旨 を 宣下し 給 ふ 座と 考 へる 処 まで 来た。 

私の 此話 は、 日本の 古代の 暦法、 天上 天下の 関係 を 説 

かねば なら なくなった。 此は 他日の 機会 を俟 ちたい。 

た、 V、 最後に、 言 ひ 添へ るなら ば、 高 御座 は、 天上に 

於け る 天神の 座と 等しい もので、 そこに 神 自体と 信ぜ 

られ た大倭 根子 天皇の 起って、 天神の 詔 旨 をみ こと も 

たせ 給 ふ 時、 天上 • 天下の 区別が 取り除かれて、 真の 

天の 高座と なる ものと 信ぜられて ゐ たので ある。 
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